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轟一黙
驀
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代
の
名
誉
回
復
を

〕『８
ヨ
五
代
塾
顧
間
　
八
木
孝
昌

「今
此
輩

（開
拓
使
大
書
記
官
安
田
定
則
以
下
四
人
の
上
級
官
吏
の
こ

と
）
に
説
諭
し
、
官
を
解
き
、
一
社
を
団
結
せ
し
め
、
別
記
の
方
法
を
以

て
工
場
其
他
を
払
下
、
当
使
の
計
画
を
継
続
せ
し
め
」
と
開
拓
使
長
官

黒
田
清
隆
は
明
治
十
四
年

（
一
八
八

一
）
七
月
二
十

一
日
付
の
太
政
大

臣
三
条
実
美
宛
文
書

「
工
場
其
他
払
下
処
分
の
儀
に
付
伺
」
で
提
案
し

て
い
る
。

こ
の
提
案
は
、
明
治
十
四
年
八
月

一
日
付
の
政
府
文
書
に

「上
請
之
趣

特
別
の
詮
議
を
以
て
聞
届
候
事
」
と
記
さ
れ
て
承
認
さ
れ
て
い
る

（画

像
参
照
）
。

上
記
二
件
の
文
書
は
い
ず
れ
も
国
立
公
文
書
館
が
所
蔵
す
る
政
府
資

料
で
あ
り
、
「開
拓
使
官
有
物
払
下
許
可
及
び
取
り
消
し
の
件
」
で
検
索

で
き
る
。
当
政
府
資
料
は
、
黒
田
開
拓
長
官
の
提
案
を
政
府
が
承
認
し

た
こ
と
を
示
す
明
々
自
々
の
証
拠
記
録
で
あ
る
。
承
認
の
内
容
は
、
開

拓
使
上
級
官
吏
四
人
が
退
職
し
て
設
立
す
る
民
間
会
社

（北
海
社
）
に

工
場
そ
の
他
の
開
拓
使
官
有
物
を
払
い
下
げ
る
こ
と
で
あ
る
。

一蛉
校
爾
本
豊
教
科
菫
国の

間
蟻蟻
郡
鷺
避

と
こ
ろ
が
こ
の
件
に
つ
い
て
、
た
と
え
ば
実
教
出

版
の
教
科
書

『高
校
日
本
史
Ｂ
新
訂
版
』
（平
成
二
十

九
年
検
定
済
、
令
和
三
年
発
行
）
は

　

．

「政
府
は
北
海
道
開
発
の
た
め
、
明
治
初
年
以
来
、

工
場

・
農
園

・
鉱
山
な
ど
、
開
拓
使

（長
官
は
薩
摩
出

身
の
黒
田
清
隆
）
の
官
有
物
に

一
四
〇
〇
万
円
余
を

投
じ
て
き
た
。
こ
れ
を
三
八
万
円
、
無
利
息
三
〇
か
年

賦
で
、
開
拓
使
の
官
吏
と
薩
摩
出
身
の
政
商
五
代
友

厚
ら
が
経
営
す
る
関
西
貿
易
社
に
払
い
下
げ
る
こ
と

に
し
た
。
世
論
は
藩
閥
官
僚
と
政
商
が
癒
着
し
て
い

る
と
し
て
は
げ
し
く
批
判
し
た
」
と
書
い
て
い
る
。

上
に
見
た
よ
う
に
、
官
有
物
の
払
い
下
げ
先
は

「関

西
貿
易
社
」
で
は
な
く
、
北
海
社
で
あ
る
。
ま
た

「開

拓
使
の
官
吏
」
は
関
西
貿
易
社
の
経
営
者
で
は
な
い
。

教
科
書
は
事
実
に
反
す
る
こ
と
を
書
い
て
、
五
代
を

ま
る
で
悪
徳
商
人
で
あ
っ
た
か
の
よ
う
に
貶
め
て
い

る
。

「政
商
五
代
友
厚
の
関
西
貿
易
社
に
開
拓
使
官
有

物
が
不
当
な
安
値
で
払
い
下
げ
ら
れ
よ
う
と
し
た
」

と
い
う
誤
り
の
記
述
は
、
他
の
教
科
書
に
も
見
ら
れ

る
。
清
水
書
院
も
山
川
出
版
社
も
東
京
書
籍
も
そ
の

他
の
教
科
書
会
社
も
大
同
小
異
で
あ
る
。
歴
史
の
資

料
を
少
し
調
べ
た
だ
け
で
間
違
い
と
分
か
る
こ
と
を

教
科
書
は
な
ぜ
真
実
と
し
て
記
述
す
る
の
か
。
理
由

は
、
そ
れ
が
歴
史
学
界
の
定
説
に
な
っ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。
平
凡
社
の
『
日
本
史
事
典
』
も
岩
波
書
店
の

『
日
本
史
年
表
』
も
そ
の
説
を
採
っ
て
い
る
。

薫
一援
機
震
鶴
爾
畿
間
の
な
罐

事
の
始
ま
り
は
、
東
京
横
浜
毎
日
新
聞
の
明
治
十

四
年
七
月
二
十
六
日
か
ら
三
日
間
連
載
さ
れ
た
社
説

「関
西
貿
易
商
会
の
近
状
」
に
あ
る
。
同
社
説
は
、

「
（社
説
子
に
寄
せ
ら
れ
た
情
報
で
は
）
関
西
貿
易
商

会
は
開
拓
使
と
約
し
て
北
海
道
の
物
産
を

一
手
に
引

き
受
け
」
よ
う
と
し
て
い
る
と
書
き
、
そ
れ
が
真
実
で

あ
れ
ば
由
々
し
い
こ
と
だ
と
政
府
を
批
判
し
た
。
し

か
し
、
こ
の
情
報
は
上
に
見
た
通
り
誤
報
で
あ
る
。

実
際
、
八
月
五
日
付
の
朝
野
新
聞
が

「論
説
」
で
い

ち
早
く
東
京
横
浜
毎
日
新
聞
の
誤
報
を
指
摘
し
た
。

同
紙
は
、

「我
輩
の
聞
く
所
は

（中
略
）
開
拓
使
中
四

五
人
の
官
吏
は
今
回
北
海
道
政
略
上
の
変
革
あ
ら
ん

事
を
察
し
、
自
か
ら
其
の
官
職
を
辞
し
て
商
買

（商
人

と
な
り
、
従
来
該
使
が
有
す
る
三
十
余
ケ
所
の
製
造

所
に
就
き
、
其
の
最
も
利
益
あ
る
も
の
を
払
ひ
下
げ
、

以
て
北
海
道
の
商
権
を
掌
握
し
」
と
書
い
て
、
宮
有
物

払
い
下
げ
先
は
五
代
の
関
西
貿
易
社
で
は
な
く
、
開

拓
使
官
吏
が
辞
職
し
て
設
立
す
る
民
間
会
社
で
あ
る

と
述
べ
た
。

開
拓
使
官
吏
が
自
分
た
ち
の
利
得
追
求
の
た
め
に

官
有
物
払
い
下
げ
の
受
け
皿
づ
く
り
を
し
て
い
る
か

の
よ
う
な
説
明
は
、
極
論
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
け

れ
ど
も
、
払
い
下
げ
先
が
ど
こ
で
あ
る
か
に
つ
い
て

は
同
紙
は
正
し
い
報
道
を
し
た
の
で
あ
る
。

そ
う
い
う
こ
と
が
あ
り
な
が
ら
も
、
十
月
十
二
日

黒田長官「伺」の政府決裁文書
(国立公文書館所蔵)
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に
至
り
、
政
府
が
払
い
下
げ
の
取
消
し
と
明
治
二
十

三
年

（
一
八
九
〇
）
の
国
会
開
設
の
勅
諭
を
発
表
し
た

こ
と
に
も
っ
て
、
官
有
物
払
い
下
げ
へ
の
批
判
は
自

然
消
滅
し
た
。

大
久
保
利
謙
誤
診
論
文
の
定
説
化

と
こ
ろ
が
七
十

一
年
の
時
を
へ
だ
て
た

一
九
五
二

年
、
歴
史
学
者
大
久
保
利
謙
が
発
表
し
た
論
文

「明
治

十
四
年
の
政
変
」
は
、
東
京
横
浜
毎
日
新
聞
の
誤
報
を

資
料
に
し
て
、
次
の
よ
う
に
書
い
た
。

長
官
の
黒
田
清
隆
は

（中
略
）
関
西
貿
易
商
会
に

僅
々
三
八
万
円
、
し
か
も
無
利
息
三
〇
ケ
年
譜
と
い

う
破
格
の
低
廉
松
価
格
で
払
い
下
げ
よ
う
と
し
た
。

こ
れ
が
問
題
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

（中
略
）

「東
京

横
浜
毎
日
新
聞
」
は

「関
西
貿
易
商
会
の
近
状
」
と
い

う
社
説
を
か
か
げ
て
事
件
を
暴
露
し
て
、
こ
れ
か
ら

世
論
の
沸
騰
と
な
っ
た
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
開
拓
使

官
有
物
払
下
問
題
で
あ
る
。

関
西
貿
易
社
を

「関
西
貿
易
商
会
」
と
誤
記
し
て
い

る
点
を
含
め
て
、
こ
の
論
文
は
東
京
横
浜
毎
日
新
聞

の
誤
報
を
そ
の
ま
ま
真
実
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。
お

よ
そ
論
文
の
態
を
な
し
て
い
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
大
久
保
論
文
は
そ
の
後

「明
治
十
四
年
の
政
変
」

の
定
説
と
な
っ
た
。

一
九
九

一
年
に
刊
行
さ
れ
た

『
大
久
保
利
謙
歴
史

著
作
集
２
』
の
解
説
が
、
「同
論
文
の
学
説
史
上
の
位

置
は
、
発
表
後
、
す
で
に
三
十
余
年
を
へ
た
現
在
で
も
、

な
お
、
そ
の
水
準
を
凌
駕
し
た
も
の
が
な
い
」
と
書
い

て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
こ
と
は
う
か
が
え
よ
う
。

こ
う
い
う
流
れ
の
中
で
、
高
校
の
日
本
史
教
科
書
は

一
様
に
大
同
小
異
の

「政
商
五
代
へ
の
官
有
物
払
い

下
げ
説
」
を
載
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

五
代
働
名
量
一一］回
復
を

日
本
の
近
代
化
に
多
大
の
寄
与
を
し
、
「大
阪
の
恩

人
」
と
し
て
た
た
え
ら
れ
た
五
代
の
名
誉
が
損
な
わ

れ
て
い
る
の
を
放
置
し
て
お
い
て
よ
い
の
か
。
よ
う

や
く
こ
の
こ
と
が
課
題
と
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。

五
代
友
厚
を
開
学
の
祖
と
仰
ぐ
大
阪
市
立
大
学
で

は
、
学
長
が
高
校
日
本
史
教
科
書
の
五
代
事
項
書
き

替
え
を
文
部
科
学
省
に
要
望
す
る
な
ど
、
五
代
の
名

誉
を
回
復
す
る
活
動
を
開
始
し
た
。
ま
た
大
阪
市
立

大
学
の
活
動
を
受
け
て
、
五
代
の
地
元
鹿
児
島
で
も

五
代
名
誉
回
復
の
機
運
が
生
ま
れ
て
い
る
。

そ
の
背
景
に
は
、
こ
の
十
年
余
り
の
研
究
の
蓄
積

が
、
政
商
五
代
へ
の
官
有
物
安
値
払
い
下
げ
定
説
を

崩
し
始
め
た
と
い
う
事
実
が
あ
る
。
官
有
物
払
い
下

げ
事
件
に
お
け
る
五
代
の
無
実
を
本
格
的
に
唱
え
た

の
は
、
二
〇

一
〇
年
の
住
友
資
料
館
研
究
顧
問
末
岡

照
啓
の
論
文

「
『
開
拓
使
官
有
物
払
い
下
げ
事
件
』
再

考
」
で
あ
っ
た
。

二
〇

一
八
年
に
出
た
『
明
治
史
講
義

【テ
ー
マ
篇
】
』

の
第
十
講
で
は
、
早
稲
田
大
学
教
授
真
辺
将
之
が

「開

拓
使
官
有
物
払
下
げ
問
題
に
つ
い
て
も
、
誤
っ
た
事

実
が
広
く
流
布
し
て
い
る
」
と
し
て
、
払
い
下
げ
先
は

五
代
友
厚
の
関
西
貿
易
社
で
は
な
く
て
、
開
拓
使
上

級
官
吏
が
設
立
し
た

「北
海
社
」
で
あ
る
と
記
述
し
た
。

二
〇
二
〇
年
に
は
拙
著

『新

・
五
代
友
厚
伝
』
が
従

来
の
定
説
の
誤
り
を
詳
細
に
指
摘
し
、
五
代
の
無
実

を
明
ら
か
に
し
た
。

そ
し
て
今
年
二
〇
二

一
年
二
月
に
出
た
武
蔵
野
学

院
大
学
教
授
久
保
田
哲
著
『
明
治
十
四
年
の
政
変
』
は
、

宮
有
物
払
下
げ
先
に
つ
い
て
「安
田
・折
田
が
設
立
し

た
北
海
社
で
あ
っ
た
」
と
明
確
に
記
述
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
従
来
の
定
説
を
間
違
い
で
あ
る
と

す
る
五
代
無
実
論
が
次
々
に
世
に
問
わ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。

さ
ら
に
、
昨
年
は
五
代
の
映
画

「天
外
者
」
（監
督
・

田
中
光
敏
、
主
演

上
二
浦
春
馬
）
が
上
映
さ
れ
た
。
今

年
は
大
河
ド
ラ
マ

「青
天
を
衝
け
」
に
デ
ィ
ー
ン
・
フ

ジ
オ
カ
扮
す
る
五
代
が
登
場
し
て
い
る
。

機
は
熟
し
た
。
今
や
日
本
史
教
科
書
の
書
き
替
え

を
求
め
る
秋

（と
き
）
、
濡
れ
衣
を
晴
ら
し
て
五
代
の

名
誉
を
回
復
す
る
秋
で
あ
る
。

マ
８
ヨ
五
代
塾
理
事
長

鰈

留
学
生
の
旅
立
ち

元
治
２
年

（
‐８６５
）
４
月
１７
日

（旧
３
月
２２
日
）

早
朝
、
最
初
の
停
泊
地
香
港
に
向
か
っ
た
。
こ
の
時
点

で
は
異
文
化
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
は
想
像
も
つ

か
な
い
。
彼
ら
が
早
速
体
験
し
た
の
は
、
武
士
の
魂
で

あ
る
腰
の
大
小
を
半
ば
強
制
的
に
箱
に
収
め
さ
せ
ら

れ
、
無
刀
の
状
態
と
な
っ
た
。
ま
た
、
船
酔
い
に
悩
ま

さ
れ
続
け
、
彼
ら
に
は
拷
間
に
も
似
た
苦
し
み
に
襲

わ
れ
た
。
さ
ら
に
、
髯
の
姿
を
見
る
異
人
た
ち
の
屈
辱

的
な
態
度
に
我
慢
が
で
き
ず
断
髪
を
決
意
し
た
。
新

納
、
松
本
、
五
代
、
堀
を
除
き
全
員
が
断
髪
を
実
行
し

た
の
は
３
日
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

４
月
２１
日
よ
う
や
く
香
港
の
港
に
到
着
。
一
行
が

最
初
に
見
た
異
国
は
、
海
岸
か
ら
山
の
斜
面
に
か
け

一
帯
が
燈
火
で
輝
き
わ
た
り
、
な
ん
と
も
言
え
な
い

美
観
を
呈
し
て
い
た
事
で
あ
っ
た
。
後
で
聞
く
と
ガ

ス
灯
で
あ
る
。
ま
た
、
湾
内
で
は
大
小
の
船
舶
が
ひ
し

め
き
停
泊
し
、
大
変
な
活
況
で
あ
っ
た
ち

鰈

無
知
蒙
昧

（も
う
ま
い
）
を
悟
る

上
陸
に
際
し
て
は
、
着
物
姿
で
出
歩
い
て
は
偉
人

た
ち
か
ら
失
笑
を
買
う
と
い
う
こ
と
で
、
ラ
イ
ル
・ホ

ー
ム
が
人
数
分
の
洋
服

・帽
子
・
靴
な
ど
を
揃
え
、
初

め
て
の
異
国
の
地
香
港
の
市
内
見
物
に
で
か
け
た
。

１５
名
の
留
学
生
た
ち
は
こ
の
後
の
東
洋
圏
か
ら
英
国

ま
で
の
間
に
船
上
や
寄
港
地
で
文
化

。
近
代
化
面
に

お
い
て
多
く
の
体
験
を
し
た
。
事
例
を
あ
げ
て
み
た
。

東
洋
圏

〈香
港
〉
九
竜
半
島
に
あ
る
ド
ッ
ク
の
見
学
と
そ
の

近
代
的
諸
設
備

。
造
船
技
術
に
驚
嘆
。

川
口

建

〈
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
〉
「ジ
ャ
ン
ク
」
と
呼
ば
れ
る
商
売

用
の
小
舟
が
港
内
所
狭
し
と
ひ
し
め
き
合
っ
て
い
る

光
景
に
目
を
み
は
る
。
夫
婦
が
別
離
に
際
し
て
交
わ

す

「接
吻
」
。

「パ
イ
ナ
ツ
プ
ル
」
と
い
う
珍
菓
を
食

べ
、
そ
の
美
味
に
驚
く
。
船
中
灼
熱
の
中

「ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
」
な
る
氷
菓
子
を
食
べ
る
。

〈ゴ
ー
ル
〉
城
塞
見
学
。
椰
子
の
実
を
食
べ
、
ま
た
「
コ

フ
ヒ
」

（珈
琲
）
を
飲
む
。

西
洋
圏

〈ボ
ン
ベ
イ
〉
猛
烈
な
炎
暑
を
体
感
。
近
代
的
都
市
の

美
し
さ
に
驚
く
。
市
庁
舎

・
商
業
会
議
所

・
州
立
法
院

な
ど
の
諸
官
庁
、
銀
行

・
大
学

ｏ
図
書
館
な
ど
ゴ
シ
ツ

ク
ス
タ
イ
ル
を
模
し
た
６
～
７
階
の
高
層
建
築
、
馬

車
が
通
る
立
派
な
道
路
な
ど
の
欧
風
都
市
を
生
ま
れ

て
初
め
て
見
る
。“

鰤:留:11鷲言li「く贅ぃ

観1震
=盤
路"
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〈
ア
デ
ン
～
ス
エ
ズ
〉
暑
気
も

一
段
と
ま
し
た
船
上

か
ら
、
延
々
と
続
く
不
毛
の
地
を
眺
望
。

〈
ス
エ
ズ
〉
珍
妙
な
動
物

「ラ
ク
ダ
」
を
見
る
。

「製

氷
所
」
を
見
学
。
蒸
気
を
利
用
し
た
機
械
で
氷
が
製
造

さ
れ
、
天
然
の
氷
と
同
じ
で
あ
る
と
驚
嘆
す
る
。
ス
エ

ズ
運
河
の
工
事
は
幅
２２

ｍ
・
深
さ
８

ｍ
、
長
さ
‐６４

ｋｍ
と
壮
大
で
、
最
新
鋭
の
蒸
気
掘
削
機
を
使
用
し
改

め
て
西
欧
の
先
進
技
術
の
見
事
さ
に
感
嘆
す
る
。
蒸

気
車
に
初
め
て
乗
る
。
３
年
前
に
は
幕
府
第

一
回
遣

欧
使
節
の

一
員
と
し
て
松
木
は
乗
車
経
験
あ
り
、
留

学
生
た
ち
は
事
前
に
話
は
聞
い
て
い
た
も
の
の
黒
煙

を
吐
き
轟
音
を
響
か
せ
て
走
る
異
様
な
形
を
し
た
大

き
な
物
体
を
目
の
前
に
見
て
、
恐
怖
に
も
見
た
驚
愕

を
感
じ
た
。
平
均
時
速
４０
キ
ロ
「疾
風
の
如
き
早
さ
」

と
感
じ
た
。

〈カ
イ
ロ
〉
車
中
か
ら
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
や
水
牛

・
騰
舵

ｏ

羊
の
群
な
ど
車
窓
か
ら
見
る
特
異
な
景
観
を
満
喫
し

た
。
所
々
で
銅
線
や
鉄
線
を
引
っ
張
っ
た
木
柱
が

「伝

信
機
」
と
教
え
ら
れ
た
。
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
到
着
時

の
手
際
の
良
い
迎
え
も
理
解
が
で
き
た
。

〈
マ
ル
タ
〉
紺
碧
の
海
地
中
海
は
イ
ン
ド
洋
、
ア
ラ
ビ

ア
海
と
比
べ
る
と
格
段
に
涼
し
く
気
分
が
い
い
。

マ
ル
タ
島
が
、
彼
ら
に
と
っ
て
は
純
粋
の
西
洋
文

化
に
接
し
た
最
初
の
場
所
で
あ
る
。
今
ま
で
の
航
海

途
上
の
各
地
に
お
け
る
諸
文
化
と
の
接
触
に
よ
っ
て

得
た
知
識
と
相
ま
っ
て
留
学
生
た
ち
は
西
洋
の
文

明

・
技
術
の
体
質
を
よ
う
や
く
見
極
め
る
に
至
る
の

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
市
来
、
森
、
町
田
を
は
じ
め
と

す
る

一
行
中
の
開
明
派
の
連
中
は
、
西
欧
文
化
、
技
術

の
先
進
性
を
よ
り
深
く
認
識
す
る
と
同
時
に
、
日
本

の
立
ち
遅
れ
を
身
に
し
み
て
痛
感
す
る
事
と
な
り
、

一
方
、
吉
田
ら
の
攘
夷
守
旧
派
の
面
々
は
自
ら
の
愚

昧

（ぐ
ま
い
）
を
開
悟

（か
い
ご
）
し
て
、
し
だ
い
に

富
国
強
兵
を
基
調
と
す
る
開
国
論
に
傾
斜
し
て
い
く

の
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
出
発
前
の
五
代
の
目
論

見

「百
聞
は

一
見
に
如
か
ず
」
は
、
見
事
に
達
成
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。

隋

目
的
地
ロ
ン
ド
ン
に
到
着

午
後
８
時
過
ぎ
到
着
。
ロ
ン
ド
ン
の
空
は
ま
だ
明

る
い
。
駅
に
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
ア
バ
デ
ィ
ー
ン

よ
り
、
ト
ー
マ
ス
・
グ
ラ
バ
ー
の
兄

・
ジ
ェ
ー
ム
ス
・

リ
ン
ゼ
イ
。グ
ラ
バ
ー
が
出
迎
え
、
当
然
で
あ
る
が
ラ

イ
ル

・
ホ
ー
ム
と
の
電
報
の
や
り
取
り
を
し
て
い
た
。

移
動
は
オ
ム
ニ
バ
ス
２
頭
立
て
の
四
輪
馬
車
、
客
席

は
２
階
建
て
。
道
路
は
大
混
雑
。

な
お
、
ロ
ン
ド
ン
に
は
２
年
前
に
地
下
鉄
道
が
開

通
し
地
下
を
蒸
気
車
が
走
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
行
は
、
ロ
ン
ド
ン
大
学
キ
ン
グ
ス
・カ
レ
ツ
ジ
↓

バ
ツ
キ
ン
ガ
ム
宮
殿
↓
ハ
イ
ド
パ
ー
ク

（
‐８５‐
年
の
万

国
博
会
場
）
↓
国
立
園
芸
協
会
の
庭
園

（幾
何
学
的
に

分
割
さ
れ
た
庭
園
に
美
し
い
花
が
い
っ
ぱ
い
）
を
経

由
し
、
本
国
の
仮
宿
と
な
る
サ
ウ
ス
・ケ
ン
ジ
ン
ト
ン

ホ
テ
ル
に
夕
方
９
時
す
ぎ
に
到
着
し
た
。

因
み
に
宿
泊
費
は
、　
一
泊
１
ポ
ン
ド
と
そ
ん
な
に

高
く
な
い
ホ
テ
ル
で

は
あ
る
が
、
１
ポ
ン
ド

＝
２
両
３
歩
。
日
本

で
は
１
両
で
町
民
が

半
月
暮
ら
せ
る
金
額

で
あ
る
。
１
両
を
１０

万
円
と
す
る
と

一
泊

２６

万
円
ほ
ど
に
あ
た

る
。

（日
本
の
貨
幣
価

値
が
低
い
）

輻

留
学
生

一
軒
屋
で
共
同
生
活

‐８６
年
６
月
２２
日
の
朝
、
留
学
生
は
ハ
イ
ド

ｏ
パ
ー

ク
の
西
に
隣
接
す
る
ケ
ン
ジ
ン
ト
ン

・
ガ
ー
デ
ン
ズ

と
い
う
庭
園
の
北
側
、
ベ
イ
ズ
ウ
オ
ー
タ
ー
地
区
に

６
階
建
て
の

一
軒
を
借
り
、
薩
摩
１６
人
、
英
語
教
師

夫
妻
、
家
政
婦
の
共
同
生
活
を
始
め
る
。

新
納
、
五
代
、
堀
は
引
き
続
き
ケ
ン
ジ
ン
ト
ン
・
ホ

テ
ル
に
逗
留
し
経
済
活
動
の
拠
点
と
し
た
。

尚
、
後
日
７
月
２
日
日
曜
日
に
長
州
の
遠
藤
謹
助

２８
歳
、
山
尾
庸
三
２７
歳
、
野
村
弥
吉
２１
歳
の
訪
間
を

受
け
、
藩
の
壁
を
外
し
て
英
国
の
情
勢
を
語
り
、
将
来

の
親
交
の
機
会
を
得
た
。
（長
州
フ
ァ
イ
ブ
の
３
名
。

伊
藤
俊
輔
、
井
上
多
聞
は
帰
国
済
）

留
学
生

一
行
は
ロ
ン
ド
ン
大
学
入
学
と
な
っ
た
が
、

長
澤
は
当
時
ま
だ
１３
歳
で

一
緒
に
は
大
学
に
入
れ
ず
、

８
月
１９
日
に
ト
ー
マ
ス
・グ
ラ
バ
ー
の
実
家
に
世
話

に
な
る
事
で
ロ
ン
ド
ン
を
離
れ
た
。
ア
バ
デ
ィ
ー
ン

の
ジ
ム
ネ
イ
ジ
ア
ム
と
い
う
‐００
年
以
上
の
歴
史
を
持

つ
当
地
有
数
の
名
門
校
で
勉
強
す
る
こ
と
に
な
る
。

輻

勉
学
後
の
留
学
生
の
活
躍

留
学
生
た
ち
は
ロ
ン
ド
ン
大
学
で
の
勉
学
中
、
基

礎
学
力
の
習
得
、
各
自
の
渡
英
の
目
的

・
課
題
、
国
内

の
情
勢
・近
代
技
術
の
習
得
を
終
了
し
ハ
概
ね
翌
年
の

２
月
頃
に
な
る
と
日
本
に
帰
国
す
る
者
、
フ
ラ
ン
ス

や
ア
メ
リ
カ
に
渡
る
者
に
分
か
れ
、
新
し
い
目
標
に

ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。
因
み
に
、
帰
国
後
の
名
前
と
主

な
功
績
を
紹
介
す
る
。

・
町
田
久
成
…
帝
国
博
物
館

（現
東
京
国
博
）
創
設

・

初
代
館
長

・畠
山
義
成
…
東
京
開
成
学
校
（現
東
大
）初
代
校
長
、

東
京
書
籍
館

（現
国
会
図
書
館
）
館
長

・村
橋
久
成
…
開
拓
使
麦
酒
醸
造
所
（現
サ
ツ
ポ
ロ
ビ

ー
ル
）
創
設

・
朝
倉
盛
明
…
生
野
鉱
山
初
代
局
長

・
鮫
島
尚
信
…
初
代
駐
仏
公
使

・
松
村
淳
蔵
…
海
軍
中
将
、
海
軍
兵
学
校
校
長

ｏ
森
有
礼
…
初
代
駐
米
公
使
、
文
部
大
臣

。
高
見
弥

一
…
鹿
児
島
県
立
中
学
造
士
館
数
学
教
員

・
吉
田
清
成
…
駐
米
特
命
全
権
公
使

ｏ
長
沢
鼎
…
米
国
永
住

・
カ
ル
フ
オ
ル
ニ
ア
葡
萄
王

・
中
村
博
愛
…
駐
オ
ラ
ン
ダ

・
駐
デ
ン
マ
ー
ク
公
使

一
方
、
五
代
は
留
学
生
た
ち
の
勉
学
環
境
を
整
え
、

自
身
の
主
目
的
で
あ
る
経
済
使
節
の
役
割
に
新
納
、

堀
と
共
に
奔
走
す
る
日
々
を
送
る
こ
と
に
な
る
。

（犬
塚
孝
明
著

『薩
摩
藩
英
国
留
学
生
』

林
望
著

『薩
摩
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
西
へ
』
参
照
）

「五
代
才
助
　
い
ざ
世
界
へ
　
富
国
の
た
め
に
Ｈ
」
は
次
号
へ
続
く

(後列左から)田中静洲・町田申四郎・鮫
島誠蔵・松本弘安・吉田巳

(前列左から)町田清蔵
彦輔

町田民部 。磯永

(後列左から)高見弥一・村橋直衛・東郷
愛之進・名越平馬 。中村宗
見

(前列左から)畠 山丈之助
来勘十郎

森金之丞・市

餡
躙
椰

天虞
購て

マ
８
ヨ
五
代
塾
会
員

岡
野
秀
子

「天
外
者
」
と
は
「と
て
つ
も
な
い
才

能
の
持
ち
主
」
で
あ
る
。
こ
の
世
に
生

れ
た
人
は
誰
も
が

「天
外
者
」
と
田
中
光
敏
監
督
と
三

浦
春
馬
さ
ん
は
お
っ
し
ゃ
り
、
タ
イ
ト
ル
決
定
に
至

っ
た
理
由
と
の
こ
と
で
す
。
皆
、
意
味
が
あ
り
生
れ
て

く
る
の
で
、
生
き
る
こ
と
や
人
を
大
切
に
す
る
五
代

さ
ん
の
人
間
愛
に
満
ち
た
半
生
に
感
動
を
覚
え
ま
す

演
じ
る
三
浦
春
馬
さ
ん
の
言
動
を
た
ど
る
と
、
そ

の
美
し
さ
は
外
見
だ
け
で
は
な
く
内
面
に
も
あ
り
、

五
代
さ
ん
と
相
通
じ
る
と
こ
ろ
に
惹
き
つ
け
ら
れ
て

い
き
ま
し
た
。
撮
影
に
入
る
前
の
２
年
間
、
五
代
さ
ん

に
つ
い
て
学
び
時
代
劇
に
必
要
な
所
作
殺
陣
を
習
得

さ
れ
た
の
は
周
知
の
通
り
で
す
。
ご
自
身
が

「完
全
燃

焼
し
た
。
悔
い
は
な
い
。
自
分
の
代
表
作
に
し
た
い
」

と
言
わ
れ
た
自
信
作
で
す
。
彼
の
魂
の
込
め
ら
れ
た

熱
演
は
五
代
さ
ん
が
春
馬
さ
ん
に
降
り
て
こ
ら
れ
た

と
思
う
の
は
私
だ
け
で
は
な
い
で
し
よ
う
。
映
画

「天

外
者
」
に
魅
了
さ
れ
続
け
て
い
る
理
由
が
そ
こ
に
あ
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り
ま
す
。

田
中
監
督
に
よ
る
と

「五
代
を
知
れ
ば
知
る
ほ
ど

共
感
を
覚
え
る
と
春
馬
く
ん
か
ら
言
わ
れ
た
。
彼
と

五
代
と
い
う
役
柄
の
出
会
い
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ

と
思
っ
て
い
る
。
」

（台
湾
上
映
時
記
事
）
坂
本
龍
馬

と
船
の
マ
ス
ト
で
未
来
を
語
る
シ
ー
ン
で
春
馬
さ
ん

は
坂
本
竜
馬
役
の
三
浦
翔
平
さ
ん
が
マ
ス
ト
に
登
る

時
に
下
で
支
え
て
い
ま
す
。
こ
の
何
気
な
い
気
配
り
、

優
し
さ
が
真
心
で
あ
り
、
私
の
心
に
響
き
ま
す
。

映
画
か
ら
み
た
五
代
さ
ん
の
利
他
の
精
神
に
つ
い

て
着
目
し
た
シ
ー
ン
が
あ
り
ま
す
。
才
助
が
捕
虜
か

ら
逃
れ
た
時
、
梅
も
と
の
女
将
に

「五
代
様
、
生
き
る

為
に
あ
な
た
様
は
何
を
売
れ
ま
す
か
？
」
と
問
わ
れ

て
答
え
ら
れ
ず
立
ち
す
く
み
ま
す
。
そ
の
時
の
答
え

一一

と
し
て
、

１４
年
後
に
大
阪
商
法
会
議
所
初
代
会
頭
就

い一

任
演
説
が
行
わ
れ

「何
も
持
た
松
い
者
は
俺
を
利
用

一一

し
ろ
」
に
表
現
さ
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
「何
も

時一議一

持
た
な
い
者
＝
他
人
に
自
分
を
利
用
し
て
良
い
」
と

一一

マ
８
ヨ
五
代
塾
理
事

川
口
由
美
子

差
し
出
す
相
手
の
身
に
な
っ
て
考
え
る
思
い
や
り
、　
一一　
　
五
代
友
厚
の
生
涯
を
俯
嗽
的
に
見
て
み
る
と
、

五
代
さ
ん
の
志
で
あ
る

「赤
心
」
と
は

「真
心
」
と
の

特一
基
本
的
に
幼
い
こ
ろ
よ
り

【情
実
】
に
流
さ
れ
な
い
性

こ
と
。
私
な
り
に
納
得
し
た
次
第
で
す
。　
　
　
　
　
輌一
格
で
あ
っ
た
の
で
は
と
感
じ
る
。
【情
実
と
は
】
個
人

一一
的
な
利
害
、
感
情
に
か
ら
ん
で
公
平
な
取
り
扱
い
が

ま
た
、
女
性
を
大
切
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
も
強

一一
で
き
な
い
関
係
や
状
態
の
こ
と
。

＜
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
五
代
さ
ん
に

「男
も
女
も

驀一

関
係
な
く
、
夢
の
あ
る
世
の
中
に
す
る
」
こ
と
を
気

鋼一　

五
代
の
育
っ
た
薩
摩
藩
で
は
、
武
士
の
子
弟
が
先

づ
か
せ
る
の
が
地
位
も
な
く
立
場
の
弱
い
遊
女
か
ら

一一
輩
後
輩
で
学
問
や
武
術
を
教
え
あ
う
と
い
う
郷
中
教

で
あ
る
こ
と
。
五
代
さ
ん
が
利
他
の
精
神
を
持
つ
き

り
育
シ
ス
テ
ム
で

【負
け
る
な
、
う
そ
を
言
う
な
、
弱
い

き
、
ラ
ス
ト
で
は
女
性
カ
メ
ラ
マ
ン
が
い
ま
す
。
五

代
さ
ん
を
取
り
巻
く
女
性
は
彼
を
温
か
く
包
み
込
み

ま
す
。
世
間
か
ら
は
冷
た
い
目
で
見
ら
れ
て
い
る
五

代
さ
ん
を
支
え
る
女
性
、
母
や
す
さ
ん
と
妻
豊
子
さ

ん
。最

後
に
映
画

「天
外
者
」
を
製
作
さ
れ
、
こ
の
世
に

出
す
ご
苦
労
を
さ
れ
た
方
々
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。
五
代
友
厚
製
作
委
員
会
、
田
中
光
敏
監
督
は

じ
め
ス
タ
ツ
フ
の
皆
様
、
主
役
三
浦
春
馬
さ
ん
、
出
演

者
の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

攣一
な

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ま
た
長
じ
て
は
外
国
事
務
局
判
事
と
し
て
の
仕
事

に
対
し
て
、
長
崎
伝
習
所
時
代
か
ら
の
知
り
合
い
で

あ
り
、
英
国
留
学
や
そ
の
他
各
方
面
で
非
常
に
世
話

に
な
っ
て
い
た
グ
ラ
バ
ー
に
対
し
て
、
輸
出
許
可
の

な
い
商
品
を
大
阪
か
ら
積
み
出
し
た
と
き
に
は
、
イ

ギ
リ
ス
副
領
事
官
あ
て
に
告
発
と
抗
議
文
を
提
出
す

る
な
ど
、
外
国
人
の
不
正
を
厳
し
く
取
り
締
ま
っ
た
。

伊
藤
博
文
か
ら
取
り
締
ま
り
の
手
を
緩
め
て
は
ど
う

か
と
言
わ
れ
た
が
拒
否
、
結
果
グ
ラ
バ
ー
は
利
権
の

獲
得
に
失
敗
し
借
金
を
抱
え
て
破
綻
し
て
い
る
。

ま
た
同
じ
く
ベ
ル
ギ
ー
生
ま
れ
の
フ
ラ
ン
ス
伯
爵

家
の
出
自
で
あ
る
モ
ン
ブ
ラ
ン
に
対
し
て
も
、
欧
州

視
察
中
に
商
社
設
立
の
条
約
を
締
結
し
た
り
、
パ
リ

万
博
へ
の
出
展
や
、
薩
摩
藩
へ
の
建
言
書
な
ど
へ
の

考
え
方
な
ど
、
欧
州
視
察
の
成
果
に
非
常
に
影
響
を

及
ぼ
し
た
人
物
で
あ
っ
た
が
、
電
信
設
置
な
ど
で
利

権
を
得
よ
う
と
す
る
行
動
に
対
し
て
厳
し
く
対
応
し
、

日
本
の
未
来
を
守
っ
て
い
た
。

こ
の
様
に
基
本
的
に
日
本
を
外
国
の
植
民
地
に
し

な
い
た
め
に
、
ま
た
未
来
の
た
め
何
が
必
要
で
、
何
が

阻
害
す
る
も
の
か
の
判
断
が
決
ま
っ
て
い
て
そ
れ
に

対
し
て
【情
実
】
に
流
さ
れ
ず
貫
き
通
し
て
い
る
こ
と

が
五
代
の
五
代
た
る
所
以
か
と
思
う
。

そ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず

【目
的
】
が
は
っ
き
り
し

て
い
る
か
ら
だ
。

民
に
下
る

頃

【惣
難
獣
】

と
題
し
た
戯

画
と
時
勢
風

刺
を
書
い
て

い
る
。
「頭
に

権
を
頂
き
、

頭
で
っ
か
ち

に
し
て
、
面
の
皮
が
厚
い
、
鼻
が
高
く
天
狗
の
ご
と
き

口
広
く
し
て
舌
が
長
く
、
あ
る
時
は
二
枚
に
な
る
。
悪

毒
を
吐
き
、
人
害
を
な
す
。
肩
よ
り
爪
を
生
や
し
、
こ

と
に
長
い
。
金
銭
を
つ
か
む
こ
と
鷲
、
熊
、
鷹
の
ご
と

し
。
背
に
翼
を
生
や
し
て
今
日
は
こ
こ
か
と
思
え
ば

翌
日
に
は
他
所
へ

・
ｏ
。
（略
）」

人
の
世
に
巣
食
う
悪
魔
の
よ
う
な
欲
望
や
怨
嵯
と
い

っ
た
も
の
、
ま
ま
な
ら
ぬ
世
の
中
、
不
条
理
を
五
代
な

り
に
書
い
た
も
の
で
あ
る
。

転
じ
て
、
現
在
の
日
本
に
は
び
こ
っ
て
い
る
政
治

的
な
出
来
ご
と
は
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が

【情
実
】
に
流

さ
れ
、
曇
っ
た
眼
で
こ
と
を
推
し
進
め
て
い
る
よ
う

に
思
う
。
五
代
が
今
の
こ
の
体
た
ら
く
を
見
た
と
き
、

た
だ
未
来
へ
と
命
を
縮
め
て
頑
張
っ
て
い
た
の
は

一

体
何
の
た
め
、
誰
の
た
め
で
あ
っ
た
の
か
と
嘆
き
悲

し
ん
で
い
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。

っ
か
け
を
女
将
が

一一
も
の
を
い
じ
め
る
な
】
と
い
う
士
道
の
基
本
を
徹
底

与
え
て
い
る
こ
　

』一
し
て
い
た
。
こ
の
負
け
る
な
は
他
人
に
対
し
て
で
は

と
。
彼
女
達
か
ら

一一
な
く
、
自
分
に
負
け
る
な
で
あ
る
。

の
言
動
に
気
付
か

一一　
郷
中
教
育
で
、
四
書
五
経
の
教
え
な
ど
を
、
詮
議
い

さ
れ
た
こ
と
は
五

一一
わ
ゆ
る
デ
ィ
ベ
ー
ト
で
の
中
で
起
こ
り
が
ち
な
言
い

代
さ
ん
に
そ
れ
を

一一
争
い
や
、
喧
嘩
に
発
展
す
る
際
に
は
決
ま
っ
て
仲
裁

受
け
入
れ
る
だ
け

一一
役
と
し
て
五
代
が
呼
ば
れ
理
路
整
然
と
議
論
に
割
っ

の
懐
が
深
か
っ
た

一一
て
入
り
丸
く
収
め
、
聴
く
も
の
を
納
得
さ
せ
る
弁
舌

か
ら
だ
と
思
い
ま

中一
や
交
渉
術
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。

す
。
当
時
で
は
珍

輌一　

い
く
ら
仲
間
で
あ
っ
て
も
、
誰
が
、
何
が
正
し
い
の

し
く
五
代
事
務
所

中一
か
揉
め
事
な
ど
の
仲
裁
に
五
代
は
舌
を
尽
く
し
て
相

で
女
性
社
員
が
働

一一
手
を
説
得
、
納
得
さ
せ
治
め
て
い
た
と
あ
る
。
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